
 
 

令和５年度 鹿児島県アレルギー疾患に関する研修会 実施要領 
～小児のアレルギー疾患の発症予防・重症化予防について～ 

     
１ 目 的 

国民の約２人に1人が気管支ぜん息，アトピー性皮膚炎，花粉症などのアレルギー疾患に罹患
していると推定され，その患者数は近年増加傾向にあるとされている。 

  また，平成27年 12月に施行された「アレルギー疾患対策基本法」では，地方公共団体の責務
として，アレルギー疾患に関し，地域の特性に応じた施策を策定し，実施するよう努めなければ
ならないとされたところである。 

  そこで，県ではアレルギー疾患に罹患している小児の相談，支援，保健指導等を行う専門職を
対象に，小児のアレルギー疾患に関する研修会を開催し，知識や技能の向上を図り，今後の支援
に活かすことを目的とする。 

 
２ 日 時    

令和５年９月８日（金） 午後２時から午後５時まで  
 
３ 場 所    

かごしま県民交流センター １階 県民ホール（鹿児島市山下町14-50） 
 
４ 内 容      

時間 内容 講師等 
13:30～ 
 
14:00～14:05 
 
14:05～15:35 
（90分間） 
 
 
15:35～15:40 
（10分間） 
 
15:40～16:10 
(10分間) 
 
 
16:10～16:40 
（30分間） 
 
16:40～16:45 

受付 
 
開会 挨拶 
 
１部 講話 
小児のアレルギー疾患の発症予防・重症化予
防について 
 
休憩 
 
 
２部 実技 
小児のスキンケアの方法等，母子へ保健指導
を行う上でのポイントについて 
 
質疑応答 
                   
 
閉会 

 
 
鹿児島県 健康増進課長 
 
【講師】 
さいわいこどもクリニック 
（東京都立川市幸町１丁目11-3） 
 古川 真弓医師 
    
 
 
 
 
 
 
ＮＰＯ法人 アレルギーを考える
母の会 

５ 対象者   

県・市町村のアレルギー疾患対策，母子保健に携わる保健師，助産師，看護師，栄養士，乳幼児

健康診査従事者，乳児家庭全戸訪問事業従事者  参加定員（２８０名） 

 

６ 参加方法（参加費：無料）   

※令和５年８月 23 日（水）までに県の電子申請システム（ＵＲＬもしくは二次元コードの読み

取り）にて申込みをしてください。 

 ※ ＵＲＬ：https://shinsei.pref.kagoshima.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=rnEGPNDn   

 

 

         

 

 
※ 各自治体においてとりまとめの上，電子申請をお願いします。また，参加定員がありますの
で，各自治体において，優先順位をつけていただき，優先順位の高い方から順に，お名前の御
記入をお願いします。定員に達し，参加を受付できない場合は御連絡します。御了承ください。 

＜別紙＞

https://shinsei.pref.kagoshima.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=rnEGPNDn


 

令和５年度 鹿児島県アレルギー疾患に関する研修会 

～小児のアレルギー疾患の発症予防・重症化予防について～ 

 
 
 
 
主催：鹿児島県くらし保健福祉部健康増進課 

共催：ＮＰＯ法人アレルギーを考える母の会 ＜令和５年度(独)福祉医療機構社会福祉振興助成事業＞ 

 

 
  
   
 
 

 

講師の紹介 古川 真弓 医師 

（日本小児科学会専門医，日本アレルギー学会専門医） 

＜御経歴＞ 

・平成 17 年 ：獨協
どっきょう

医科大学医学部を卒業 

・平成１９年～：国立成育医療研究センター総合診療部，東京都立小児総合医療センター勤務 

・平成 31 年～：さいわいこどもクリニックへ勤務（現職） 

 

＜活動内容＞ 

・「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（東京都）の作成，「小児のアレルギー疾患，保健指導の

手引き」の分担執筆 

・学校，保育所，児童福祉施設等での取組みの充実，自治体の保健センターで保健指導にも携わる。 

  

令和５年９月８日（金） 午後２時から午後５時まで 

【お問合せ先】 

  鹿児島県くらし保健福祉部健康増進課 疾病対策係 岩田，森田 〈TEL〉099-286-2714 

日 時 

場 所 
かごしま県民交流センター １階 県民ホール 
（鹿児島市山下町 14-50） 

 

【主なスケジュール】 

１ 講話：小児のアレルギー疾患の発症予防・重症化予防について 

２ 実技：小児のスキンケアの方法等，母子へ保健指導を行う上でのポイント 

３ 質疑応答  

～ 研修内容 ～ 

✿ 日頃，母子と関わる上で，すぐに実践できる保健指導を学ぶことの 

できる研修となっております！！ 
・ 冊子「母子保健事業で取り組むアレルギー疾患の発症予防・重症化予防」等を教材

に同冊子を制作した古川真弓医師において，講義及びスキンケア実習を行います。 

 


